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おおさかこども園内 子育て支援センター

わいわいランドおおさか TEL0537-64-7700
暑い日が続いていますね。子ども達の大好きな水遊びの季節になりましたが、今年の夏の暑さも一段と

厳しく熱中症警戒アラートが発令される日が多いこの頃ですね。思い切り水遊びが出来ず残念です。

熱中症に気を付けながら、室内で過ごすようにしましょう。

また室内でも水分補給を忘れずするようにし、十分な休息も取りながらこの夏を元気に過ごしましょう。

８月の行事予定

♢センターの開放時間 午前の部 ９：００～１２：００（片付け開始１１：４５）

午後の部 １３：００～１５：００（片付け開始１４：４５）

（１２：００～１３：００はおもちゃ、施設の消毒、清掃）

※土日、祝日は休館です。休館日は毎月のおたよりや掛川市子育てサイトかけっこ等で確認できます。

急遽休館となる場合がありますのでご承知ください。

※授乳・水分補給はできます。食事・おやつを食べることはできません。

※携帯電話の使用・撮影については、必要最低限にしましょう。プライバシー保護のため、SNS等へ

の投稿にも充分ご配慮ください。

わいわいランドおおさか
令和８年８月号



こども園見学 ２１日（金）９：３０～１０：３０

これからこども園に入園を希望する方対象の園見学を行います。

保育室見学や不安に思っている事や分からないことについて事前申し込みの時にアンケートに記入してく

ださい。この機会にぜひご参加ください。

事前申し込みになりますので、支援センターに来て申し込みをしてください。

8月も水遊びができます（熱中症警戒アラートが出ている場合はできません）
今年も水遊びの季節がやってきましたので、一人ずつ入れるタライを用意します。数に限りがありますが、

お子さん一人一人に合わせてゆったりと遊べると思います。

水遊び終了後は、タライの水を流して片付けをお願いします。

≪もちもの≫

〈タオル＞＜水着〉（薄い生地のパンツや短めのズボンでも可）〈Tシャツ〉〈帽子〉 〈水分〉

紙おむつでは、水の中には入れません。（水遊び用の物であれば大丈夫です。）

※気温＋水温が５０℃以下の時や雨天時は、水遊びがお休みとなる場合があります。

※気温＋水温が６０℃以上の時は、安全面から遊ぶ時間を制限する場合があります。

※利用人数が多い場合は、交代制にさせていただくことがあります。

ご存じですか？「おかあさん・おとうさん ひとりでなやまないで 楽しく子育てしようよ♪」をテーマに、掛

川市社会福祉協議会は、子育てを応援しています （気軽に相談して下さい！）

掛川市総合福祉センター２F 掛川市掛川910-1 TEL 0537-22-1309

◎子育て相談支援員派遣事業（掛川市健康医療課委託事業）

☆≪子育て相談訪問≫ 月1～4回 1時間程度 利用料は無料。

・社協の子育て相談支援員が、玩具や生活用品を使って、保護者が子どもとどのように関わっていけば

よいか実践をまじえて一緒に考えていきます。また、育児の相談にのりアドバイスをします。

◎≪子育て相談≫ ※社協相談 電話にて随時受付（月～金曜日9:00～17:00 TEL22-1309）

・場所 掛川市総合福祉センター内 担当：在宅支援課 子育て相談係 子育て相談支援員

◎≪おもちゃ図書館≫※子育て相談支援員が常駐。子育てや発達について相談できます。

毎月第3日曜日 10:00～12:00 13:00～15:00掛川市総合福祉センターあいりーな１F『Myラボ』

・障がいの有無に関わらず、おもちゃを通して交流を深め一緒に遊ぶ場です。おもちゃ図書館のボラン

駐車場利用時のお願い
・駐車場は、園の送迎でも使用し共通利用になります。園児の安全面から、北側（園舎側）が入口専用、南

側が出口専用の一方通行になっていますので、逆走にならないようご注意ください。

（午後は小学校下校時間と重なる為、南側出口から左折のみになります※スクールゾーンあり）

・駐車場内では徐行をし、駐車するときは事故防止のため、ハザードランプを点灯させて後続車に駐車する

ことを知らせて下さい。（ハザードランプの消し忘れに気をつけましょう。）

・子どもの飛び出し防止のために出入りのときには、門の鍵をかけるようお願いします。

・駐車場内では、お子さんと手をつなぐようにしましょう。


